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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞の分化、増殖、アポトーシスに関与している可能性がある (PubMed:24556617)。コレステロールを含む細胞膜ミクロドメインでコレステロールに結合し、上皮細胞の頂端細胞膜の組織化に関与している可能性がある。網膜の初期発生中に、ディスク形態形成の重要な制御因子として機能する。MAPK および Akt シグナル伝達経路の調節に関与する。神経芽細胞腫細胞では、RET 依存的に神経突起伸展などの細胞分化を抑制する。細胞の分化、増殖、アポトーシスに関与している可能性がある (PubMed:24556617)。コレステロールを含む細胞膜ミクロドメインでコレステロールに結合し、上皮細胞の頂端細胞膜の組織化に関与している可能性がある。網膜の初期発生中に、ディスク形態形成の重要な制御因子として機能する。MAPK および Akt シグナル伝達経路の調節に関与する。神経芽腫細胞では、RET依存的に神経突起の伸展などの細胞分化を抑制します（PubMed:20818439）。
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	RM6683 を 1:1000 で使用して HT-29 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

